
）

一
九
九
四
年
八
月
四
日
　
第
二
種
郵
使
物
承
認

Ｈ
Ｓ
Ｋ
　
・毎
月
十
二
回

（
一
。
三

・
五

。
人

・
十

。
十
二

。
十
五

・
十
人

・
二
十
・
二
十
一一丁
二
十
五
・
二
十
人
員
〉
発
行

第二種郵便物承認 HSK  通巻3138号 2011年 3月 13日発行

連日の猛暑 !会員の皆様方、お子様たちにはお変わりないでしょう

か。                                 
・

今年は節電の呼びかけもあつて熱中症にかかる方も多いとのこと

です。十分ご注意下さい。

さて、この度の東日本大震災では、本会の会員の皆さんや入所し

ている施設にも大きな被害がありました。ご本人や家族が亡くなら

れたり、家が流されてしまったり、病院の機能が働かなくなって転

院を余儀なくされたりと子ども達を取り巻く状況は、今も厳しいよ

うです。

「両親の集いJ5/6月 号に被災された方達の手記が掲載されて

います。また災害時の防災対策マニュアルも載つています。改めて

ひとりひとりが今一度見直す必要があると思います。

HSK

会 報 「石 川 守 る会 」

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児 (者)を 守 る会
全 国 重 症 心 身 障 害 児 (者)を 守 る会
石 川 県 支 部   会 長   山 本   衛
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平成 23年度 「石川守る会」総会報告

5月 22日 医王病院の会議室をお借りして平成 23年度の支部総会が開
催されました。まず東日本大震災で亡くなられた方に対する黙祷から始

めました。当日は出席者 27名、委任状 22名で総会が成立しました。
来賓には医王病院院長の関秀俊先生と東海北陸ブロック長の松田晶久氏

をお迎えしました。

院長先生からは大震災を受けて災害対策を見直す必要があることと在宅

の人達の実態を把握しておくことが求められていると強調されました。

現在は行政もしつかりつかんでいない状態で、誰が把握するのかはっき

りしていないと話されましたc

松田ブロック長からは東日本大震災での本会員、子ども達の被害状況

の報告がありました。その時点で母親が二人、子どもさん一人の死亡が

確認されたとのことでした。また、病院も浸水や停電のため分散して転

院を余儀なくされているとのことです。各支部より支援物資を直接送っ

たとの報告がありました。

その後、永井さんの議長で平成 22年度の活動状況、会計報告があり
拍手で承認されました。続いて平成 23年度の事業計画、予算案が提案
され賛成多数で成立しました。また役員組織として今まで石川支部には

設置していなかつた在宅部会と施設部会が組織され部長として永井さん

松本さんがそれぞれ任命されました。

今年度の本部補助事業として集団療育キャンプに取り組むことになり

ました。

意見交換の中では新しい障がい者制度改革推進会議における討論の内

容などについての質問があリブロック長から説明がありました。昨年の

緊急の署名が大きな力になったとのことでした。しかし重症児 (者)の
命と生活を守るために施設が必要であるという親の思いが十分に伝わっ

ていないと思われます。今後とも会議の動静を見守っていくことが必要

だと思われます。

また介護職員の医療的ケアの問題について t)質問がありました。

在宅の重症児 (者)の介護現場でのニーズが増えているにもかかわら
ずきちんとした法の整備がされていない実態があります。厚生労働省で

は昨年検討会が設置され、 12月 に「中間まとめ」が発表されました。

E
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まだまだ検討課題も多く、最終結論は出ていません。しかしすでに先行

して研修などに取り組まれている県もあります。石川県では国の法の整

備を待つている状況です。

今後の議論の方向性を見守つていく必要があります。

お忙しい中参加して下さつた皆さん、また委任状にご意見を書いて下

さった皆さんありがとうございました。総会で確認されたことを基本に
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農輔補助事業

子ども達のために活動していきたいと

しくお願いします。

― ―  '各 雀ント の お 舞 ら せ ´ ―、、.

暑い日が続いておりますが今年も昼食会を開催します。

多数の方のご参加をお待ちしています。

平成 23年 8月 28日 (日 )12時 ～
金沢茶屋  金沢市本町2-17-21

TEL  231-2227
3千円
入所の方  松本さん 076-283-4432
在宅の方  紺井さん 076-288-5413

申し込み締め切りは 8月 20日 です。

集 団 療 育 キ ャ ン プ の お 知 らせ

今年度の本部補助事業として「集団療育キャンプ」を実施することとし

ました。以下に概要をお知らせします。

日  日寺   平成 23年 10月 29日 (土)～ 10月 30日 (日 )
場  所    か ん ヤゴC)ラ郎  白 LL′毛 口

石川県白山市尾口村字瀬戸 卯43-3
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参加者  対象者・・・重症児 (者)12名  保護者 12名

スタッフ・・医師 看護師 補助員など 9名
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一

食

ボランティア '012名
日程 (予定)

10月 29日 (j主 )

14:00 かんぽの郷尾口
集合・受付・開会式

14:10  講演会
15:00  打ち合わせ
参カロ者、スタッフ、ボランティア  9:30
紹介及び打ち合わせ

総勢 45名

10月 30日 (日 )
7:00  起  床

7:30

介護実習・体験

反省会

15:30 温水プール・入浴
介護実習・体験

00 自由時間        11:00
30 夕食・親睦会
00 スタッフ・ポランティア
ミーティング

00 就  寝

閉会式・解散

22
参加費 親子で 1万円です。
*参 加 を希 望 され る方は 紺井 さん まで 申 し込 ん で下 さい。
TEL・ FAX076-588-5413
尚、かんぽの郷の予約の都合上参加申し込みは定員になり次第締め切

らせていただきますのでご了承下さい。

編集人 :石川LEJ雌 児 0を 守る会
連絡先 :9"-0123利 |1県能美市中町ツ88-1

■ 0761-56-0610
会長  山本  衛

発行人 :北陸障害者定期刊行物協会
富山市今泉312番地

定 価    30円
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